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は じ め に

食の安心・安全や環境保全に対する関心の高まりなどを背景に，農業が持つ自然

循環機能を維持・増進させ，農業による環境への負荷の低減を図ることにより，環

境との調和に配慮した産地づくり等を進めることが求められています。

土づくりは，農作物の生産において基本的かつ重要な技術ですが，本県の土壌条

件は，本土の畑地の大半は黒ボク土，水田の大半はシラス，奄美地域のほとんどは

重粘土壌等の特殊土壌が広く分布しており，また，温暖で雨が多い気象条件により

有機物の分解が速いため，地力が低下しやすい条件となっています。

このため，本県では，これまで，良質堆肥などの有機物資材の積極的な施用，深

耕等による土壌の物理性の改善，土壌診断による適正な施肥などによる健全な土づ

くりを推進しているところです。

さらに最近では，土壌の蓄積養分を有効利用する施肥方法が開発され，過剰な施

肥を回避するだけでなく，肥料コストの低減など，農業経営の安定化に向けた取組

が進められつつあります。

本書は，平成26年に作成した「鹿児島県土壌管理指針（六訂版）」をもとに，新

たに得られた前述の土壌の蓄積養分を有効利用した施肥方法や有機農業に関する研

究成果等を加えて，改訂しました。

今後の健全な土づくりや効率的な施肥を推進する上での指導書としてご活用くだ

さい。

令和２年４月

鹿児島県農政部長 満薗 秀彦
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